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＜連絡事項＞
特にありません。

＜患者様連絡事項＞

・加藤　京子様～肺結核の疑いで隔絶対応中の為、格子側からの対応となります。食事介助等直接介助する場合はマスクを使用して下さい。

・木村　忠史様～全身浮腫著明のため、点滴ルート確保困難あり。担当医より本人確認したところ当院での治療を希望。点滴ルート確保困難時は経過観察の指示となっている。

・福島　昭彦様～不眠時の予測指示プロチゾラム1T処方となっています。

・宮地　久美子様～ヒアルロン酸ナトリウム点眼薬1本処方となっています。

＜隔離室入室・身体拘束患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離中。本日は対面時のニヤツキ見られていますが、過度な要求や粗暴行為なく自室で臥床傾向にて過ごされています。拒否続き入浴出来ない日が続いていますが暑い日が続いており、二次感染を防ぐ為にも入浴できるよう介入していきましょう。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善出来る様に介入していきます。

・澤田　弘様～身体拘束中。体温37.0～37.2℃で経過。嚥下反射はありますが、朝食、昼食とも不食しプリン1個のみの摂取となっています。清拭及び更衣中話し掛けるも開眼する事なく脱力感みられています。引き続き、拘束部の循環障害等に注意し、身体症状・精神症状の観察を行っていきます。

・中川原　一夫様～身体拘束中。本日はシャワー浴実施していますが嫌がる事なく静かに応じられ意志の疎通も良好です。昼食後はホールで野球中継観ながら穏やかに過ごしています。引き続き、拘束部の循環障害等に注意し、身体症状・精神症状の観察を行っていきます。

＜要注目患者様ケース検討＞

・澤口　直美様～昨日より気分の高揚感が見られています。本日は「のぼせるから着替えだけします」と話していましたが、スタッフ声掛けにて入浴されています。入浴中は他者干渉や多弁さ見られています。又、Aユニットホールではドア蹴りや他者へコップを投げつけるなどの粗暴行為見られています。

　　　　　　　　他者トラブルにならないよう注意しながら精神症状を観察していきましょう。

・加藤　京子様～朝は体温39.0℃でクーリング施行後の昼は37.6℃となっていますが、咳や喀痰症状は見られていません。又、朝、昼とも食事は介助にて全量摂取しています。発熱が続いており、入浴できない日が続いているので保清や更衣及び身体管理を密に行っていきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・二川目　健治様～本日はアルコールSSTを行っています。目標（言葉遣いに気ををつけながら会話をする）に対しての振り返りについては「落ち着いて会話すること出来ている」と話されていますが、アルコールについては「自分はプログラムをやっているけれど、依存症ではない」と話し、依然として病識の低さが伺われます。引き続き、理解や関係性の構築を図りながら精神症状の変化に注意し、担当医へ情報提供していきます。

・高橋　伸治様～小声での独語は継続していますが他者とのトラブルはありません。消灯時間には自室に戻る様子見られ睡眠も確保され精神症状は安定しています。

・藤井　崇史様～気分高揚さや易怒性・興奮なく臥床傾向で経過していますが、保清面での介入が必要とされています。来週から減薬予定となっています。

・宮地　久美子様～粗暴行為での措置入院でしたが、最近は他者干渉や退院患者様へ差し入れを要求するなど迷惑行為が目立ちます。又、夫様の面会時間も長時間に及び他患者様への悪影響も考えられるので面会時間の短縮を促して行きましょう。入院に至った原因が解消されたのであれば、主治医に情報提供し措置解除を検討していきましょう。引き続き、行動観察と介入を継続していく必要があります。

